


















僧として奉仕しており、中でも松梅院が中世より近世にかけて公文所・神事奉行などの社務の実権を掌握した。そして宮仕である光乗坊家・円観坊家など世襲の下級社僧が、直接神殿への奉仕や神供の儀を沙汰していた。中世の北野社では曼殊院門跡の直下に目代・政所・公文所が置かれ、公文所下に祠官・ 家で構成された一社組織（執行と執行経験者からなる宿老組織） 、その下に一 外 社僧、更にその下に宮仕といった支配体制が形成されていた。そして宮仕と松梅院は中世末から近世 かけて衝突を繰り返しており 特に天正期から慶長期にかけて顕著である。この時期は門跡でさえ、北野社務は松梅院次第と認めるように、松梅院が北野社務を事実上掌握していた。しか それは門跡や宮仕の反発を招き、争論を頻発させる要因ともなる。
北野社争論に南光坊天海が介入した史料は、これまで確認はされてい



































仕中年頭、又者いつにても参候時者、宮仕上六人ハ、松梅院とおなしまにて御酒御座候を、此十ヶ年余已前ニ座を可隔之由、被申候而、礼を不被請候、然ニ其時ノ宮仕之一臈死去仕候、去々年之冬より、竹門様礼ニ参候への旨、被仰出候間、先規より如在来の作法ニ御座候者、随御意礼ニ可参之 申上候へハ 猶座を可隔と松梅院被申候間、さりとてハ宮 只今ノ年寄共存知来ル分さへ、松梅院三代宮仕の年寄共者同座申候旨、竹門様へ度々御理申上候へとも、不遂聞召、結句曲事之旨被仰候而、宮仕 一臈を、従竹門様被成闕官家を被成闕所候義 余ニなけかしき儀ニ候、兎角如有来 仰付候而被下候者、忝可奉存候事、（中 　略）



































































































































今度 　御寺務様へ南光坊僧正様被仰上候付而 我等之儀 赦免之段忝存候、被加御憐愍候様、御取成奉頼候、於向後 　御寺務様之御事無沙汰仕間敷候、此旨偽申ニ付而天満天神之可蒙御罰候、仍起請文如件、
卯月晦日 　　　　　　能閑（花押）竹内御門跡様御内
岡本治部殿


















































能閑は天正十五年 （一五八七） に宮仕参拝の件で、 慶長八年 （一六〇三）
には宮仕弟子に関わる件で、松梅院 ことごとく対立している。能閑が門跡の悪口を言ったとして処罰さ そう なった事もあり、 能閑と祠官・門跡間の関係は良好ではない。しかし能閑は宮仕中や北野社内に大き影響力を持ち、 の権利を主張する急先鋒として活動していた。さらに能閑は豊臣秀吉や浅野長政ともつながりがあった事や徳川家康に源氏物語と伊勢物語の切紙伝受 した 言われ、徳川秀忠上洛時には能閑家が宿坊になったと 先学の指摘もある。当時の宮仕中でも特異な人物であったと思われ、その後天海は北野社 った形跡が史料上見られ
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ない。能閑が関わる故に、幕府の裁許とは別に内意をうけて調整役を勤めていた可 性もあるが、現段階では推測の域を出ない。いずれにせよ宮仕の主張では良恕 座配の件を不当に覆して断罪したと主張しており、事実であれば取りなした天海も面子を潰されたこととなる。少なくとも良恕と天海の間に隔意 生じた事は想像 きる。
北野社の座配争論は、 本来一貫して天台宗に有利な行動をとる天海が、
当初の幕府の裁許や曼殊院門跡の意向を押さえてまで宮仕を擁護 特異な例として位置づけられる。註
（（）竹内秀雄『天満宮』吉川弘文館 　一九六八（（）新井栄蔵「影印毘沙門堂蔵良恕親王附属天海大増正受古今伝授切紙一種」 『国文学年 　次別論文集近世』一九八二）（（）新井栄蔵「影印毘沙門堂蔵良恕親王附属天海大増正受古今伝授切紙一種」 『国文学年 　次別論文集近世』一九八二の中で、天海書状を挙げて、天海の北野社への介入が良恕との関係に影響している可能性があるとの指摘がなされている。また、社家の文事の見知から棚町知彌・橋本政宣編 社家文事の地域史』思文閣出版 　二〇〇五で宮仕史料が紹介されている。（（）『北野社家日記』第六 　続群書類従完成会 　一九七三。以下、 『日記』は断らない限りこれによる。（（）副島種経校訂『新訂本光国師日記』第二 　続群書類従完成会 　一九六七（（）三月二十二日付、松梅院禅意宛里村昌琢書状（ 『北野天満宮史料古文書所収 　北野天満宮史料刊行会 　一九七八）（（）『史籍雑纂』第二 　国書刊行会 　一九一一（（）『北野光乗坊文書』東京大学史料編纂所所蔵






記物語研究会 　二〇〇七、 拙稿「近世初期天台宗門跡の一考察」 『鴨台史学』第七号 　二〇 七）（（（）和歌や文芸、 さらに朝儀復興等を通じ 親交があったのであろうが、前毘沙門堂門跡である三級が同じく天台門跡であ 曼殊院良恕と近い関係にあるのも自然であろう。（（（）『言緒卿記』 『時慶卿記』等に、天海と三級が仙洞御所に出入りている様子が確認できる。（（（）『北野天満宮史料』古文書 　北野天満宮史料刊行会
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永寺を創建して関東天台宗の一大拠点とした。天海は江戸幕府、つまり徳川将軍家の帰依を受けてそれらの事業を成 遂げた。これまでの研究はその宗教政策面のみが大きく取り上げられ、天海の学僧としての一面はあまり語られてきていなかった。歴史学では政治史が中心となり、天海もその範疇におい 位置付けられ 天海について総合的に、もしくは幕府の宗教政策から扱った研究は多いが、 学識面は未開拓である。
そこで本論文第一章では、天海の学識を三山「天海蔵」の成立と典籍
の内容から考察した。 「天海蔵」とは天海が主に生前蒐集した典籍群である。現在は日光山輪王寺と叡山文庫に蔵されている。 「天海蔵」についての先行研究 主に書誌学の分野である。そこで第一節「三山「天海蔵」の成立」では、天海個人の蔵書がいかにし 天台宗の 蔵書「天海蔵」として成立した を は天海在世中の成立でなく、毘沙門堂公海が天海の寂後に分置した。また現在の通称とされる「天海蔵」について江戸期の使用例を確認した。 「天海蔵」を考える上での基準といえる。次 で、典籍蒐集の手段について考察する。常陸国不動院や下野国宗光寺の奥書は 史料上初期の天 所持を示す。その後人脈や権限を利用して典籍を蒐集す これ 天海一個人に止まらず天台宗の一大事業でもある。対象は天台 法相、真言、禅、外典類等多方面に及ぶ。これには宇高や中川の論考に取り上げられ が、調査収集により情報は蓄積さ 、本論でも新史料による考察 加味される。後陽成院や中院通村、中原職忠等宮中、青蓮院尊純等宮門跡、徳川頼宣、板倉重宗の武家等、天海は人脈を駆使して典籍を蒐集した。天海が幕府の宗教政策にとって最重要人物であった事が有利に働いて る 次に天海版一
切経を取り上げる。主に開版の理由について、願文の背景にあった世上の不安要素を指摘した
第二章では、近世天台宗の成立過程を、門跡寺院と天海を軸に考察し
た。天海は幕政関与以前は常陸国不動院 一学僧であった。当時比叡山では堂舎再建、 典籍蒐集、 人材確保が急務であった。 門跡は頻繁に経済的・人材的馳走を要請し、争乱で疲弊 地方寺院に大きな負担を強いる事となる。その中で天海が門跡の持つ法流や権益を如何に捉えたか考察する。妙法院宛の書状から 天台宗 中央と地方、僧侶の動き、政権交替によ 影響を考察し そ 根幹にある 世の法流を踏まえて、天海が台密蓮華流によ 本末関係 構築 ようとした事例を取り上げる。妙法院常胤の意図と、在地の天海等の実情と思惑を明らかにした。次に天海が北野社の公事に関与した例である。ここで曼殊院良恕 確執があったか、寛永八年に良恕が崇伝に斡旋を依頼するま 良恕は日光東照社の法会に招請されず、座主就任さえ困難 あった。天海が門跡の進退 内々関与し得た事実を踏まえ、曼殊院への天海 影響力を考察した。天海と門跡寺院の関係を整理し、近世天台宗の形成 知 上での一助とした。
第三章では、天海が直接関与した毘沙門堂門跡を取り挙げる。毘沙門




籍蒐集、台密法流の整備・再構築、毘沙門堂復興という形で実現した。俯瞰するに 天海の姿勢は天正十八年史料上に顕れて、寛永二十年東叡山で寂する迄変わらない。状況に応じて臨機応変 対処す も 一貫して天台宗の整備・顕揚と東照権現 威光倍増の方向性を示す。天海にはそれをなし得る高度な政治能力と、深い知識教養があった。それ故上方の門跡と独自の姿勢で臨め 朝廷・幕府に渉り重用されるに至ったと考えられる。
